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ヨルヒチン処理による倍炊体の実験

三廻 者モ 正  子

は じ め に

コルとチン処理による植物の日質倍競体作成方法は、 1937年 にアメリカのブレイクスリ

ーとアベリーにより呈示されて以来、方法ぶ簡単なこと、倍数体の発生率の高いことなど従来

おこなわれていた諸方法にくらべ、1まるかにすぐれた実用とをもつことから、最近、各種の作

物を材料とする人為同質倍数体の作成につかわれてぃます。当初は花の大きさ 草 状 花 色な

どの点で、共色体の倍力〕0 傷`賞用価値を高める上に、有利な働きをもつであろうことお`期待さ

れてぃたのにもかかわらず、同質 4倍 体を主とする、これら作出された倍数体の多くは、生育

の遅締、開花期の遅延、強美性のはなはたしい低下など、救鵜上大きな欠略を示すために、そ

の大半は消減していきました。しかし、その一方現在実用化されているすぐれた人為4倍 体花

キとして、金魚草、☆花ョスモス、アグラタと、百日草、ル ドベギヤなどがあります。私はこ

の倍触体に非常に興味をもって、いろいろと何回も実験をしてみましため`、残念なことに、処

理期間、天候などの関係 で、はとんど全部ぶ失敗でした。が、ここに反省をかねて、そのあら

ましを書いてみようと思います。

I)処  理  方  法

要するに、処理することによって、倍加染色体をもつrtB胞を作 り、それを育てていけは、

工いのだから、細胞の分裂小さかんで、そこから新しい芽や/lkぶイ申びるところを選んで、処

留すればよぃゎけです。その方法としては、

種子浸演法、生長点浸漬法、ラノリンと、実

天法、噴霧法がありますが、私は最も簡単な

種子浸漬法でおこないました。

Oシヤーレ(ろ紙を敷き、0,1,6(005

～は5%)コ ルヒチン水溶液を注 ぎ、ろ紙

を十分に湿 らせ、その上に種子を播 く。

②その状態で、適当な期問処理した後、水洗

ぃして、播種床に播 く。種子1ま薪燥状態の

ものを処理 して も、あらか じめ吸水 させて

細舶I14織ホ活動 じtましめるのをまって処弾

して もか まわない。処理期間は、たいたい

右の図のよ うです小、一戦に発チの早いも

‐ltiど'とF,期']を行 くす■.☆ た、■才済

II)

Ill

梅物 と温度 処 理期間の関係

種 類 発芽適温 所要 日数

ア グ ラ タ ム 25℃ イー 8

金 魚 車 1 8 6-14

ホ ー セ ン カ 5-10

キ ン セ ン カ 7 - 1 4

矢  草  草 2 0 6 ~ 1 0

菊 2 0 1 0 - 1 6

コ レ  ウ  ス 2 5 7-14

☆ 化 コ ス モ ス 2 5 `-12

か す み そ う 2 o 6 - 1 0

む ぎわ ら ぎ く 2 o も- 8

マ リー ゴール ド 2 5 4-- 8

ペ チ ユ ニ ア 2 5 アー14

フ t lツ ク ス 8-14

まつ ば な た たャ 2 5 5 - 1 0

サ  ル  ピ  ア 2 5 `-12

ビ  ン    カ 2 5 7 - 1 4
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鴻 【り高Fい 時にも、'f丹「Hヤ毎くする。

■)“ FP4tP「P中の様子

時なし大ヤを水処押 コ ■ヒチン拠:口にする、ものを、それを'1500村 口まし、同時に縮

きャした。
FtR理切FFRは、 19も 7年 も月25HO時 から、 26日 168子 士ての40寺 問です。
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評 水Fl理の もの

1 0'手早昂み資 種皮が破れてぃるもの 2粒 3粒

20時 Frag後
種皮わ【破,■てtる もの 5 8 4 2

根ホ伸びはじめたもの (l mm程 度 ) 1  0 1 5

る0時 間後
種皮ね■れて, るヽもの 2 0 2 216

根小伸びは じめたもの (1-5 mm) 1 9 5 2

40時 間後

種皮が技れてぃるもの 5 6も 552

棋毛が生えriじめたもの 1 3 8 196

棋1,4中ざてヽヽろ■`、 ll!毛!tまたr)もの 2 2 8 156

また種良かけれてヽ`ないもの 1 3 4 1 4 8

これから考えると、発根の段眸まてにおい ては、 ョルヒヤン処理のもいと、水■lFlのもの

に、ほ とんど差tま兄られません。

lll)発 杖 発チの様子

8時 間、 0 51)t,ョルヒチ/44‐て処「fした ものと、水て処メ|したもの上を、十ケtのようにし

て、 1967年 6月 25日 から10回 間、試政管で育ててみまと″た。祝増 は、時なし大将!て

:ダ谷

Qョルとチン処理の後、水て育成

0コ ルヒ十ン処=ヤ)l f f、 0 0 1 ' 1 )コ ■にチンヤヤてfiけ

③水処ユ|の後、水て育成

0水4丹!うけ、01H,tョ ■にチン'1てrl減

Ft tま、それそれ 10壮 すつて、試伊行の ,, いヽ2Gぃ のとこ4)F

ガー=の 食をつ4に 、そ,1を力のil lf討たして、たこにflを持 く、

〕Ⅲ方は、 ウす―ttつ袋かネ下を根工(、 と を車の長きた1,た。

A  絆 容 マモ

(■05ネ ョルとチンタtIP→水て市,【

ク と 景 宝、【ぃものいジくさ' 1  2ぃ 巾

ウ27 5オつす■寸tt r i→十.
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6/28 7本 の妻 ホ緑色になった.

tll毛がよくイ申びてきた。

6/30 1本 、試験常の外に安が出てきた。

ク1  9本 の葬卜緑色になった。

7/r2  根の上部にlltRい根およ出はじめた。

求 ③、のにくらべ、業はいくさん厚く、緑も濃い。

0 5%コ ルヒチ/処理―→ 0、01 %コ ルヒチン液で育成

6/26 最も長いものの太さは1・8 mm

1本 、根毛●`でてきた。

2本 、 根毛がでてきた。

5本 の奏ぶ緑色になった。

細ぃ根ぶでてきた。

最も葉ぶ厚く,色 も一番濃い。

10日 後には根の先ぶ茶色くふやけてきた。

6本は、業ぶ緑色になっていた。

③水処理 ―→ 水で育成

ィ免 も長いものの大さは'2 mm
杉27 ｀ふ。採革嶺亀【|と,・_、

6/28 根毛がよく伸びている。 一――一

葉は1本黄緑も、7本濃緑色。

6/5o 8本 の葉い濃緑色になった。

7/2 上 部に細い根がではじめた,

求 葉は預緑といっても、O (らよりもずっとうすい。

C水処理一→001● 。コルヒチン紘て育成

* 一 応、全部発芽したようたが、ガーゼとの接触部分や根の先端ホ溶けていたり、

芥色くふやけてぃるものが多かった。

B 椴 と基の伸長

そねぞ1110本 ずつの長さを、毎日、時間を注いて浸庇 し,そ の変化の様子をグラフて

表わしてネました。値は、 10本 の平均いです。

棄の方て、01よ仲ひなかったのて、略しました。

Omm

8mm

常 て細 い
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④

9  10日 後

私が、 この実験をしたのは、処理の後には必す よく水洗いしてから括 くようにと本 に書

かれてぃた り、坊実を播いたところ、以前に育成実験をおこなった場所ては、ほとんど育

たなかったりした為です。そのことは、上のグラフではっき,し ました。すなわち、ヨル

ヒチンは、根の成長を阻害するので、できるだけ よく洗 って播けば、①のようlfなり、育

てることいてきます。 また、後者は、前の実験の時のコルヒチン心、士中に残 っていたた

めに、④の状態になってしまったものと考えられます。④よりも②の方bi育ったのは、適

応ということで理解できます。

C  1 0日

① ③

の

④

マ申

一いＷ〔小】「ヵ一

口
■
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■
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差 の 成 長



終 才つ り  に

こ!)1年 ‖品、 ヨ ′しitブンを十たっ て'こ再■ャてキ|二,A】て 十IⅢ、 |■tヤ11た言 と Fヽ、 りiR夕のことヤま

か りです。今仕の 高ⅢⅢtま、 ます育成→||を蔵才 きサヽこと。そ,1■ヽ')、t スヽぃ ■'〔■■で牛幼

体にな ってぃるか どうかキ行予 した り、共化十1を 押たⅢすることですっ こ,tいた、 今まモの失敗

を教吊‖として、今任こを、 う まくやら うとよ ってぃ ます。 また、 ョルヒチ ンは、'1嵩|モ高価な

薬品ですのて、代わ りに、 イ スサフランの球墜やユ リクルャの根基を用いてもよい とぃ うこと

を'1いていますか ,)、こよ もやってみよ うと思います。

参考 文高t

「遣伝」 1964年  5月 号 箕 華戸

―  凝 軟 体 動 物 の 話

コカメガイとミトリシヤ ミtン ガイの寧本をいたたきました。南方 とも
Ⅲ
カイ

Ⅲ
とい うこ

とはかついてぃるので、歌イ1動物に見られがちですをく、共は、枚軟FIA助均、腕足細|そ属す

る動物てある。

すず、 ヨカメガイたわ`、殻は赤～洋II色の地に、白～衣色の条があ り、平滑ではよ)ろ小、

生長浄は見られる。形は円形て、本州中部 (太子洋及び日本海 )か ら、九す||、明HlfのY単十

近く、 20～ 205mの 洋さt=模"て みヽ,す た生きている化石とも言われ 諺 ,さ ilて

いるも,の 一つである合

Aに 、 ミ トリシヤミセンガイ。般t工、その名4!ととり、美しい緑色をしていて、平も、

シヤミ七/4)よ うな形をしている。本|キヤ 四 田 力 州ltt iL 中日1沿苦 フ イ“ビラ拝■

門けすの日ヽ50,、の吉に樺んている。

lll体fl拘上、 こよ1ら塚tlrtttrt14竹上ヤi、よくはてぃてど明しにく, もヽ′)です小、 k営 と、

|' (ヽア)なよつ工Lて 、れ4サ(体子1牛ゎtょ、ni庄[■均たも「=わま1ていヽように、胸
Ⅲlちt体の青1方

i:|千 2とい うことナ|く■||サ|サ十■っl tlnt i、十べて肛IⅢ力と111の前】1日(つすLくによ)ります=
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